
施
設
整
備
へ
意
見
交
換

新
環
ク
リ
３
Ｒ
協
働
活
動
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
海
道

・

持
原
宿
内

の
３
Ｒ
協
働
活

動
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
務

局
は
２３
日
、
新
し
い
環
境

学
習
施
設
整
備
に
向
け
た
、

市
民
に
よ
る
意
見
交
換
会

を
富
士
市
蓼
原
町
の
ロ
ゼ

シ
ア
タ
ー
で
開

い
た
。

市
が
計
画
し
て
い
る
新

環
境
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
踏
ま
え
、　
エ
コ

に

つ
い
て
学
び
、
考
え
、

実
践
す
る
環
境
学
習
施
設

を
整
備
す
る
に
当
た
り
、

活
州
方
法
を
市
民
と
共
に

考
え
る
市

の
委
託
事
業
。

募
集
に
応
じ
た
市
民
約

２。
人
が
参
加
し
、
４
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行

っ
た
。

環
境
学
習
施
設
が
必
要

な
背
景
に
は
▽
新
環
境
ク

リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設

規
模
縮
小
に
伴
う
ご
み
減

量
化

の
推
進
▽
術
環
型
社

会

・
低
炭
索
化
社
会

の
形

成
▽
市
民
、
企
業
、
行
政

の
協
働

の
推
進
▽
新
環
境

ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
地

域

の
発
展
や
活
性
化

へ
の

寄
与
　
が
求
め
ら
れ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

市

環
境
部

新

環
境

ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ
ー
建
設
訳

の
佐
野
浩
課
長
は
あ

い
さ

グループワークに取り組む参加者たち

つ
で
．環
境
学
習
施
設
が
、

リ
デ

ュ
ー

ス

（減
ら
す
）
、

リ

ユ
ー

ス

（繰
り
返
し
使

，２

、
リ
サ
イ
ク

ル

（
再

資
源
化
す
る
）
の
３
Ｒ
の

発
行
を
行

い
、
環
境
問
題

に
取
り
組
む
拠
点
と
な

る

素
晴

ら
し

い
施

設
と
な

る

よ
う
活
発
な
意

見
交
換
を

し

て
は
し

い
」
と
協

力
を

求
め
た
。

本
度
中

は
、

２
月

２６

田

に
２
‐ｒｌ‐
日
の
意
見
交
換
会

を
行
い
、
次
年
度
以
降
は
、

３２
年
の
運
営
開
始
に
向
け
、

年
教
ｌｒコー
の
ペ
ー

ス
で
実
施

し
て
い
く
予
定
と
な

っ
て

い
る
。

朗読劇や歌

交え講演会
2月に声優の佐久間さん

富

士
市

は

２
月

１６

門

（木
）
、
声
優
や
歌
子
、
劇

作
家
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
佐
久
問

レ
イ
さ
ん
を
招

く
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

推
進
講
演
会
を
中
央
町
の

ラ

・
ホ
ー
ル
富
±
２
陪
多

日
的
ホ
ー

ル
で
開
く
ｕ
午

後
７
時

‐
８
時
半

（開
場

は
６
時
半
）
。
入
場
無
料
。

テ
ー

マ
は

「心
を
ほ
ぐ

す

ス
ト
レ
ッ
チ
．
や
わ
ら

か
く
化
き
て
み
ま
せ
ん
か

～
あ
な
た
の
物
語
、
次

の

せ
り
ふ
は
由
分
で
決
め
ら

れ
ま
す
～
」
。
笑

い
あ
り
、

涙
あ
り
の
朗
読
劇
と
歌
を

交
え
た
話
演
を
行
う
。

「
そ
れ

い
け

ア
ン
パ

ン

マ

ン
』

の
バ
タ

コ
さ
ん
、
『魔

女

の
化
急
使
』

の
ジ
ジ
な

ど

の
声
優
と
し
て
知
ら
れ

る
佐
久
開
さ

ん
は
、
ア

ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
や
汗
画
の
吹

き
帯
え
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広

い
ジ
ヤ
ン
ル
で
活
躍
。
命

や
人
間

の
心
を
テ
ー

マ
に

し
た
物
語

の
脚
本
を
執
筆

し
、由
ら
語
る
活
動
も
展
開
。

合
田
で
公
演
し
て
い
る
。

２。
歳
を
超
え
た
娘
を
持

つ
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
で
も

あ
り
、
子
育
て
と
仕
事
を

向
立
し
た
経
験
も
話
す
。

聴
議
希
望
者
は
２
月
９
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